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平
和
会
館
管
理
費
（
一
般
経
費
）

　
　

３
９
4
万
円

世
界
の
記
憶
推
進
費

　
　

７
０
４
万
円

戦
後
80
年
の
企
画
展
に
向
け

た
館
内
照
明
等
の
改
修
及
び
証

言
Ｖ
Ｔ
Ｒ
制
作
に
要
す
る
経
費
。

太
陽
光
発
電
事
業
費５

０
８
３
万
円

地
域
脱
炭
素
移
行
・
再
エ
ネ

推
進
交
付
金
の
交
付
決
定
及
び

電
気
主
任
技
術
者
配
置
に
伴
う

経
費
。

じ
ん
か
い
処
理
費

�

３
１
９
5
万
円

市
指
定
ご
み
袋
の
購
入
代
金
、

知
覧
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
電
動

シ
ャ
ッ
タ
ー
修
繕
及
び
頴
娃
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
門
扉
改
修
に
要
す

る
経
費
。

災
害
対
策
費

�
３
０
９
万
円

防
災
行
政
無
線
中
継
局
の
機

器
取
替
及
び
コ
ミュニ
テ
ィ
助
成
事

業
に
要
す
る
経
費
。

放
課
後
児
童
対
策
事
業
費45

万
円

保
育
所
等
に
お
け
る
性
被
害

防
止
対
策
に
係
る
設
備
整
備
等

（
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
分
）
の
支

援
に
要
す
る
経
費
。

低
所
得
者
支
援
及
び
定
額
減
税

補
足
給
付
事
業
費

３
億
６
９
２
2
万
円

デ
フ
レ
脱
却
の
た
め
の
総
合
経

済
対
策
に
基
づ
き
、
低
所
得
者

支
援
及
び
定
額
減
税
の
給
付
に

要
す
る
経
費
。

予
防
接
種
関
係
費　

８
３
９
8
万
円

６
５
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対

象
と
し
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

定
期
接
種
に
要
す
る
経
費
。

中
学
校
施
設
管
理
費

２
８
０
万
円

頴
娃
中
学
校
特
別
支
援
教
室

の
増
設
に
係
る
設
備
設
置
や
、

ふ
れ
あ
い
教
室
「
ス
マ
イ
ル
」

を
頴
娃
中
学
校
・
川
辺
中
学
校

へ
開
設
す
る
こ
と
に
伴
い
、
エ

ア
コ
ン
設
置
に
要
す
る
経
費
。

６
月
定
例
会

令
和
６
年
第
４
回
定
例
会
は
、
６
月
13
日
に
開
会
し
、
６
月
28
日

ま
で
の
16
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
補
正
予
算
な
ど
が
審
議
さ
れ
、議
案
な
ど
11
件
が
可
決
、

請
願
１
件
は
採
択
、
陳
情
２
件
は
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会
審
査
分

総
務
費

〜
委
員
か
ら
〜

問　

企
画
展
に
向
け
た
照
明
の
改

修
内
容
及
び
証
言
Ｖ
Ｔ
Ｒ
に
つ
い

て
説
明
を
求
め
る
。

答　

照
明
に
つ
い
て
は
、
見
や
す
く

て
、
資
料
に
優
し
い
L
E
D
照

明
器
具
へ
の
取
り
替
え
を
進
め

る
。

　
　

証
言
Ｖ
Ｔ
R
に
つ
い
て
は
、
短

編
の
15
分
及
び
長
編
の
30
分
程

度
の
映
像
を
各
１
本
、
計
２
本

制
作
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

15
分
程
度
の
も
の
は
、
館
内

の
常
設
展
示
ス
ペ
ー
ス
で
放
映

し
、
30
分
程
度
の
も
の
は
、
多

く
の
方
に
見
て
い
た
だ
け
る
よ
う

放
映
会
場
を
準
備
す
る
。

〜
委
員
か
ら
〜

問　

電
気
主
任
技
術
者
の
配
置
に

つ
い
て
説
明
を
求
め
る
。

答　

知
覧
温
泉
セ
ン
タ
ー
の
元
管
理

監
督
者
を
委
託
先
と
し
て
想
定

し
て
い
る
。

衛
生
費

〜
委
員
か
ら
〜

問　

ご
み
袋
の
種
類
、
型
式
、
販

売
価
格
及
び
導
入
時
に
お
け
る

ご
み
袋
の
在
庫
の
取
り
扱
い
は
。

答　

種
類
は
、
可
燃
・
不
燃
・
資

源
の
３
種
類
で
、
型
式
は
、
大
・

中
・
小
で
あ
る
。
価
格
に
つ
い
て

は
、
原
材
料
費
等
が
高
騰
し
て

い
る
が
、
現
在
、
頴
娃
・
知
覧

地
域
の
価
格
で
あ
る
４
５
０
円

を
下
回
れ
ば
有
難
い
と
思
っ
て
い

る
。

　
　

家
庭
で
購
入
済
み
の
も
の
は
、

そ
れ
を
使
用
し
て
い
た
だ
き
、
仲

卸
と
小
売
店
に
つ
い
て
は
、
在
庫

の
交
換
分
と
し
て
３
５
0
万
円

を
見
込
ん
で
い
る
。

消
防
費

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
審
査
分

民
生
費

〜
委
員
か
ら
〜

問　

設
備
整
備
の
内
容
は
。

答　

性
被
害
を
自
分
か
ら
訴
え
る
こ

と
が
難
し
い
子
ど
も
を
守
る
た
め

に
、
着
替
え
用
の
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

や
室
内
の
様
子
を
記
録
し
て
お
く
カ

メ
ラ
の
設
置
を
対
象
に
し
て
い
る
。

〜
委
員
か
ら
〜

問　

電
子
申
請
で
の
手
続
き
に
不

慣
れ
な
方
の
対
応
は
。

答　

電
話
又
は
窓
口
に
来
庁
し
て

頂
け
た
ら
職
員
が
操
作
説
明
を

行
な
う
。
ま
た
、
電
子
申
請
以

外
に
も
、
対
象
者
に
は
確
認
書

を
送
付
し
、
同
封
の
返
信
用
封

筒
の
返
送
で
の
手
続
き
も
可
能

で
あ
る
。

衛
生
費

〜
委
員
か
ら
〜

問　

接
種
自
己
負
担
額
に
つ
い
て

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
と

同
額
程
度
に
減
ら
す
考
え
は
な

い
か
。

答　

ワ
ク
チ
ン
自
体
の
単
価
が
違

う
こ
と
か
ら
、
負
担
額
も
差
が

出
て
い
る
。

教
育
費

黒木山太陽光発電建設場所

一般会計補正額　６億3764万円
補正後予算総額　297億4532万円

南九州市議会だより　第 67 号　令和 6年度　6月補正予算
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社
会
体
育
推
進
費

委
託
料
か
ら
使
用
料
及
び

賃
借
料
へ
組
替
え

別
府
小
学
校
・
霜
出
小
学
校
・

勝
目
小
学
校
で
夏
休
み
期
間
中

の
学
校
プ
ー
ル
解
放
を
実
施
す
る

計
画
で
あ
っ
た
が
、
別
府
小
学
校

が
夏
休
み
期
間
中
に
校
舎
等
の

改
修
工
事
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
え
い
中
央
温
泉
プ
ー
ル

へ
変
更
す
る
こ
と
に
伴
い
、
事
業

費
を
組
み
替
え
る
も
の
。

熊
ヶ
谷
牧
場
施
設
改
修
事
業
費

５
９
８
万
円

熊
ヶ
谷
牧
場
内
の
水
道
施
設
の

漏
水
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る

水
道
管
補
修
に
要
す
る
経
費
。

茶
業
振
興
費
（
一
般
経
費
）

�

１
３
２
万
円

知
覧
茶
Ｐ
R
特
設
サ
イ
ト
制

作
業
務
委
託
に
要
す
る
経
費
。

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
畜
産

環
境
整
備
事
業
費

３
７
９
９
万
円

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
畜
産
環
境
整

備
事
業
の
事
業
の
申
し
込
み
に
伴

う
必
要
経
費
。

お
茶
街
道
ゆ
と
り
館

管
理
運
営
費

１
３
１
万
円

お
茶
街
道
ゆ
と
り
館
の
施
設
の

修
繕
等
に
要
す
る
経
費
。

道
路
維
持
管
理
費

７
０
４
万
円

危
険
側
溝
の
補
修
に
伴
う
委
託

料
と
原
材
料
費
の
増
額
に
要
す
る

経
費
。

災
害
復
旧
事
業
費

５
６
5
万
円

令
和
６
年
２
月
豪
雨
に
よ
り
被

災
し
た
馬
渡
川
の
復
旧
工
事
に
要

す
る
経
費
。

〜
委
員
か
ら
〜

問　

監
視
員
の
配
置
は
。

答　

指
定
管
理
者
に
よ
り
監
視
等

の
対
応
が
可
能
な
、
え
い
中
央

温
泉
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
を
除
き
、

警
備
業
者
に
委
託
す
る
霜
出
小

学
校
及
び
勝
目
小
学
校
に
は
そ

れ
ぞ
れ
４
名
ず
つ
配
置
す
る
。

〜
委
員
会
か
ら
の
要
望
〜

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し

た
温
泉
割
引
シ
ス
テ
ム
の
導
入
及
び

市
営
温
泉
施
設
で
実
施
し
て
い
る
割

引
を
、
市
内
の
民
間
温
泉
施
設
に

も
拡
充
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
広
報

紙
等
で
し
っ
か
り
周
知
を
図
る
よ
う

要
望
す
る
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会
審
査
分

農
林
水
産
業
費

〜
委
員
か
ら
〜

問　

漏
水
が
確
認
さ
れ
た
時
期
は

い
つ
か
。

答　

昨
年
度
事
業
で
水
道
管
を
布

設
し
た
際
に
新
し
く
メ
ー
タ
ー
を

設
置
し
た
こ
と
で
漏
水
が
確
認

さ
れ
た
。〜

委
員
か
ら
〜

問　

業
者
の
選
定
方
法
と
理
由
、

当
初
予
算
で
計
上
で
き
な
か
っ

た
理
由
は
。

答　

業
者
の
選
定
理
由
に
つ
い
て

は
、
南
九
州
市
の
ホ
ー
ム
ペー
ジ

の
中
に
新
た
に
サ
イ
ト
を
設
け

る
た
め
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
受

託
業
者
へ
の
委
託
を
考
え
て
い

る
。
予
算
の
計
上
に
つ
い
て
は
、

今
年
の
３
月
に
茶
業
振
興
会
の

ホ
ー
ム
ペー
ジ
が
閉
鎖
し
た
こ
と

を
受
け
て
、
関
係
各
所
と
相
談

し
た
結
果
、
6
月
補
正
で
の
計

上
と
な
っ
た
。

〜
委
員
か
ら
〜

問　

廃
棄
物
を
新
た
な
資
源
と
し
て

再
利
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
説

明
を
求
め
る
。

答　

採
卵
農
家
が
、
縦
型
コ
ン
ポ
ス

ト
を
使
用
し
、
乾
燥
さ
せ
た
鶏

糞
と
水
分
の
多
い
既
存
の
鶏
糞

を
混
合
し
て
良
質
の
堆
肥
を
製

造
す
る
事
業
。

商
工
費

〜
委
員
か
ら
〜

問　

施
設
の
修
繕
に
至
っ
た
経
緯

と
、
オ
ー
プ
ン
後
の
施
設
の
利

用
目
的
等
に
つ
い
て
。

答　

施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で

お
り
、
事
業
者
と
の
協
議
の

結
果
、
追
加
で
の
修
繕
が
必

要
と
な
っ
た
。
施
設
の
利
用
に

つ
い
て
は
、
お
弁
当
の
販
売
や

レ
ス
ト
ラ
ン
業
務
、
抹
茶
体

験
、
土
産
物
販
売
、
将
来
的
に

　

は
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
の
受
け
入
れ

等
の
事
業
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

土
木
費

〜
委
員
か
ら
〜

問　

危
険
側
溝
と
は
。

答　

道
路
の
排
水
溝
や
横
断
側
溝

に
使
用
さ
れ
て
い
る
鋼
製
蓋
グ

レ
ー
チ
ン
グ
が
跳
ね
上
が
る
こ
と

で
事
故
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、

改
修
が
必
要
。

問　

危
険
箇
所
を
把
握
し
て
い
る

の
か
。

答　

３
月
の
広
報
紙
で
情
報
提
供

を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
現
在
25

箇
所
把
握
し
て
い
る
。

災
害
復
旧
費

〜
委
員
か
ら
〜

問　

被
災
箇
所
へ
入
っ
て
い
く
為

の
道
路
が
な
か
っ
た
の
か
。

答　

重
機
が
入
っ
て
い
く
為
の
道
路

が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
民
地
で

あ
る
茶
畑
を
補
償
す
る
こ
と
で
工

事
用
道
路
と
し
て
利
用
す
る
。
工

事
後
の
道
路
に
つ
い
て
は
、
地
権

者
の
判
断
に
な
る
。

低所得世帯支援給付金などを補正
新庁舎建設工事請負契約を可決

南九州市議会だより　第 67 号　令和 6年度　6月補正予算

馬
渡
川
災
害
時
の
写
真
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議案第43号　南薩地区衛生管理組合の規約の変更について【可決】
南薩地区衛生管理組合の規約で、各市議会議員で構成する組合議員定数12名の配分を変更するもの。
（変更前は南さつま市４名、枕崎市３名、南九州市3名、日置市２名。変更後は南さつま市4名、枕崎市３名、
日置市３名、南九州市２名。令和 6年 9月１日より日置市が加入することに伴い、規定通りごみ処理対象区
域の人口をもとに算出した結果、南九州市が減となった。）
・賛成討論　�合併当初から規約は変更していないがこれまで大きな問題は何もなかった。議員定数の算出方法

については今後の協議において提案をするべきではないか。
・反対討論　�議員数は3名から2名に減るが南九州市のごみ処理状況は変わっていない。４市で均等割りで3

名ずつとし、対等にして運営をおこなっていくべきではないか。

議案第46号【原案可決】
令和６年度南九州市一般会計補正予算（第２号）
・賛成討論　�予算には賛成だが、衛生費、予防接種関係費について、今まで行われてきた新型コロナワクチン

では過去最大の薬害が発生しているが、主要メディアでは報道されていない。接種は強制ではな
く任意である。8,000万円以上の予算をかけて行うものなので慎重に執行していただきたい。

・反対討論　�市内温泉施設の利用促進を図るためマイナンバーを活用した温泉割引システムを構築するための
必要経費とあるが、マイナンバーカードの取得は法律で任意となっている。取得していない市民
に対し、扱いが異なるのは平等原則違反で差別である。高齢者が温泉施設に大切なマイナンバー
カードを持っていくこと自体、セキュリティが心配である。

議案第４7号【原案可決】
令和6年度南九州市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）
・賛成討論　�マイナ保険証を持っていない方には「資格確認書」が発行できることを周知するとのこと。
・反対討論　�国は健康保険証を廃止してマイナンバーカードへ一体化するという方針であるが、国民の利

便性の向上を考えれば健康保険証を残したままでマイナンバーカードを使えるようにすれば
よいと考える。

議案番号 件　名　 議決年月日 議決結果

議案 第41号 南九州市新庁舎建設 65 億円規模の現計画の是非を問う
住民投票条例の制定について 4月11日 否決

承認 第1号 南九州市税条例の一部を改正する条例の制定について 4月11日 承認
承認 第2号 南九州市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 4月11日 承認
承認 第3号 令和５年度南九州市一般会計補正予算（第１５号） 4月11日 承認
議案 第42号 令和６年度南九州市一般会計補正予算（第１号） 4月11日 原案可決
議案 第43号 南薩地区衛生管理組合の規約の変更について 6月28日 可決
議案 第44号 市道路線の認定について 6月13日 可決

議案 第4５号 南九州市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する
条例の制定について 6月13日 原案可決

議案 第46号 令和６年度南九州市一般会計補正予算（第２号） 6月28日 原案可決
議案 第47号 令和 6 年度南九州市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 6月28日 原案可決
議案 第48号 令和 6 年度南九州市水道事業会計補正予算 6月13日 原案可決
議案 第49号 令和 6 年度南九州市公共下水道事業会計補正予算 6月13日 原案可決

議案 第50号 南九州市消防団消防ポンプ自動車 ( ＣＤーＩ型 ) の購入に係る
物品売買契約の締結について 6月28日 可決

議案 第51号 南九州市新庁舎建設建築工事請負契約の締結について 6月28日 可決
議案 第52号 南九州市新庁舎建設電気設備工事請負契約の締結について 6月28日 可決
議案 第53号 南九州市新庁舎建設空調設備工事請負契約の締結について 6月28日 可決

議　決　結　果　な　ど

南九州市議会だより　第 67 号　議決結果など



55

【陳情第4号】健康保険証の存続を求める陳情
陳 情 者：南薩地区退職教職員連絡協議会　会長　東　恒夫

【陳情第5号】健康保険証の存続を求める陳情について
陳 情 者：鹿児島県退職女性職員連絡協議会南薩支部　坂元　美津子
陳情趣旨：�令和６年 12 月に健康保険証を廃止することについて、国民の不安を払拭するために、

健康保険証の廃止は行わず、現在の健康保険証が引き続き使用できるよう、国に対し
意見書の提出を求めるもの。

審査の主な内容（文教厚生常任委員会）
～委員から執行部へ～
問　マイナンバーカードを取得していない方の対応は。
答　�代わりとなる「資格確認書」を自治体で交付する。発行期間について国は有効期間を5年以内

とし、期間は保険者が設定する。まずは不安部分を改善するための対策を図ることが大事である。

討論
賛成討論：�マイナ保険証については問題が続出しており、国民の不安は増してきている。今年に

入り 65％の医療機関でマイナ保険証によるトラブルが発生している。個人情報流出や
医療機関での混乱等危険性が多々あることから、国に対し意見書を提出するべき。

採決（結果）：陳情第４号及び陳情第５号は不採択すべきものと決定。

【請願第1号】西木場水源地源流部「残土処分場」の問題点に係る請願〈採択〉
請 願 者：西木場水源地の自然環境と水質を守る会　　有馬　芳太郎　他３名
紹介議員：大倉野　忠浩、日置　友幸
請願事項
　�　本請願は、令和４年１１月２５日に「西木場水源地の環境と水質保全に関する請願」提出後に会
独自の調査で浮上した問題点について、令和５年４月に市に対し善処を申し入れたが、同年６月に
市から出された回答は不十分だとして、今回、４つの請願事項について市は関係法令や条例に基づ
いて厳正な事実確認と対応をするよう求めるもの。
　１．森林法第５条違反について
　２．農地法違反等について
　３．南九州市法定外公共物管理条例第４条違反について
　４．その他　（産廃混入残土・水質検査について）

採決（結果）
　総務常任委員会では審査を踏まえ、４つの請願事項について７項目に分けて、採決することに決定。
請願事項１　　　森林法第５条違反について〈採択〉
請願事項２の１　農地法第３条違反（農地の権利移動の制限）取得後の不耕作について〈採択〉
請願事項２の２　�農地法第４条（農地の転用の制限）、第５条（農地転用のための権利移動の制限）�

違反について〈採択〉
請願事項３の１　南九州市法定外公共物管理条例第４条違反6166-3番地地先水路について〈採択〉
請願事項３の２　南九州市法定外公共物管理条例第４条違反6168-13番地地先里道について〈採択〉
請願事項４の１　産廃混入残土について〈採択〉
請願事項４の２　水質検査について〈採択〉
※�地方自治法125条及び会議規則143条第２項の規定に基づき、市長に対し、その処理の経過と
結果の報告を請求することを求めることに決定。

陳　情

請　願

南九州市議会だより　第 67 号　請願・陳情
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議案第４１号
南九州市新庁舎建設６５億円規模の現計画の是非を問う住民投票条例の制定について

本案は、市長に対する直接請求が初めてなされ、市長が受理し、意見を付けて付議した議案です。

～条例案に付された市長の意見～
新庁舎建設は、多額の費用が必要な事業であることから、国の支援がある今、取組むことが財政負担も少なくなり、
後世への課題の先送りにならない。庁舎整備は近い将来必要な事業であり、合併推進債を活用しなければ、市の財
政に影響が生じる。
市議会や多くの市民の意見を伺いながら議論し、その過程を経てたどり着いた結論である。実施設計も完了し、敷
地造成工事も順調に進んでいる中で事業を見直すことは考えられない。

～特別委員会での審査～
本案は、令和6年3月25日に提出され、3月25日、4月4日、4月8日に特別委員会を開催し、条例制定請
求代表者と執行部の出席を求め審査し、討論採決を行った結果、賛成少数で否決されました。

～請求代表者による意見陳述～
令和6年3月定例会の一般質問で市長は、市民の理解が不十分であり、説明が足りなかったと答弁している。新
庁舎建設よりも先に取り組まないといけない施策等があるのではないか。現庁舎は既に耐震補強済であり、まずは
市民の生活を守ることが再優先である。急激な人口減少と高齢化社会を考慮したときに、今回の住民投票条例は、
本市の未来を市民が判断する最後の機会である。

～賛成討論～
・�合併推進債の活用が目的になっているように感じられる。65億円の金額を投じて、大きな箱物、防災強化を図
る建物を建設することで、市民が幸せになるのか。その判断を市民にさせて欲しいとの懇願がこの住民投票条例
だと感じている。

～反対討論～
・�新庁舎建設は進んでおり、今から白紙にする事は理解できない。平成24年からこれまで十分議論した上で、す
でに事業に着手し、執行部は市民へ負担増を求めることはないと説明も行われている。現時点での住民投票条例
制定請求は議会軽視とも受け取られかねない。 

～本会議～
吉永特別委員長より、委員会での審査と結果について報告が行われ、その後，賛成討論・反対討論においてそれぞれ
の意見が出されました。記名投票にて採決を行った結果、賛成５、反対12で否決となりました。
※記名投票にて採択の可否を判断しました。

賛成議員 : しい 千恵　角  貞己　西山 英一　上赤 秀人　内園 知恵子

反対議員 : 村方 直己　取違 博文　日置 友幸　大倉野 忠浩　川畑 実道　米満 孝二
　　　　 鮫島 信行　蔵元 慎一　山下 つきみ　加治佐 民生　菊永 忠行　吉永 賢三

き
ば
い
や
ん
せ
南
九
州
市
ふ
る
さ
と

基
金
費

４
億
５
９
６
８
万
円

ふ
る
さ
と
寄
附
金
事
業
費
の
確
定

に
伴
い
、
積
立
金
を
増
額
す
る
も
の
。

ふ
る
さ
と
寄
附
金
事
業
費

▲
４
億
６
７
６
２
万
円

寄
附
受
付
実
績
に
伴
う
事
業
費
の

不
用
額
を
減
額
す
る
も
の
。

一
般
経
費�

１
６
７
万
円

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
の
災
害

復
旧
支
援
に
係
る
職
員
派
遣
に
要
す

る
経
費
。

４
月
11
日
臨
時
議
会
開
催

4月11日臨時議会を開催
新庁舎建設住民投票条例を否決
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市民の声を
　行政に問う
市民の声を
　行政に問う
市民の声を
　行政に問う
市民の声を
　行政に問う
一般質問　1３人が登壇一般質問　1３人が登壇
議会会議録はこちらで
見ることができます
◎地区公民館
◎市立図書館
◎南九州市ホームページ

　見出しの下に動画視聴のため
のQRコードを掲載しています。
　スマートフォン等で QRコー
ドを読み取ると一般質問の録画
映像がご覧いただけます。

蔵
元　

人
口
減
少
対
策

に
つ
い
て
は
、
様
々
な
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
積
み
重
ね
で
あ

る
と
思
う
が
、
特
に
現
在

取
り
組
ん
で
い
る
重
点
施
策

は
何
か
。

市
長　

近
年
、
住
民
が

よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
や
生
活

環
境
を
求
め
て
移
住
地
を

選
択
す
る
傾
向
が
あ
る
。

現
在
、
住
宅
の
新
築
に
購

入
費
補
助
、
家
賃
、
奨
学

金
返
還
金
の
補
助
な
ど
の

転
入
者
及
び
定
住
者
へ
の
支

援
策
の
ほ
か
、
給
食
費
の
無

償
化
や
高
校
生
ま
で
の
医

療
費
助
成
な
ど
の
子
育
て

世
代
へ
の
経
済
的
な
支
援
、

地
域
子
育
て
交
流
館
の
整

備
等
、
子
ど
も
を
育
て
や
す

い
環
境
整
備
な
ど
の
施
策

を
講
じ
て
い
る
。

蔵
元　

第
２
次
南
九
州

市
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
の
２
０
２
７
年
の
目
標
人

口
が
３
０
，
５
０
０
人
と

な
っ
て
い
る
が
、
目
標
達
成

の
た
め
に
今
後
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
進
め
る
の
か
。

市
長　

定
住
人
口
の
維

持
も
大
切
で
あ
る
が
、
社
会

動
態
に
お
け
る
人
口
の
増
加

を
図
る
た
め
に
、
特
に
若
者

や
子
育
て
世
帯
の
転
入
者

を
確
保
し
て
い
く
取
り
組
み

が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

人口減少対策

人
口
減
少
対
策
の

　
　
　
　
　

取
り
組
み
は

市
長
／�

社
会
動
態
に
お
け
る
人
口
の
増
加
を
図
る

た
め
の
取
組
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

蔵元 慎一 議員

南九州市議会だより　第 67 号　一般質問
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大
倉
野　
「
人
口
戦
略
会

議
」の
公
表
し
た
レ
ポ
ー
ト

に
つ
い
て
、市
長
の
見
解
と
、

結
果
に
対
す
る
対
策
は
。

市
長　

人
口
戦
略
会
議

に
お
い
て
、全
国
で
全
体
の

4
割
超
の
７
４
４
自
治
体

が
消
滅
の
可
能
性
が
あ
る

市
町
村
と
し
て
公
表
さ
れ

た
。本
市
に
お
い
て
も
社
会

減
対
策
が
極
め
て
必
要
と

警
鐘
を
鳴
ら
さ
れ
、残
念
で

あ
る
と
同
時
に「
消
滅
」は

市
民
に
不
安
感
を
与
え
る

た
め
、適
切
な
表
現
で
は
な

い
と
感
じ
て
い
る
。

　

現
在
、本
市
で
も
高
校
生

の
市
外
流
出
抑
制
を
図
る

た
め
の
施
策
や
転
入
者
へ
の

支
援
策
を
導
入
し
、特
に
若

者
や
子
育
て
世
帯
の
転
入

者
に
対
し
て
、家
賃
補
助
な

ど
手
厚
い
支
援
策
を
講
じ
て

い
る
。

大
倉
野　

本
市
の
携
帯

電
話
不
感
地
域
の
現
状
と
、

解
消
に
向
け
た
取
り
組
み

は
。市

長　

基
地
局
が
整
備

さ
れ
て
い
な
い
一
部
の
山
間

地
や
居
住
地
域
が
あ
り
、ひ

と
つ
の
自
治
会
か
ら
相
談

を
受
け
て
い
る
。現
状
を
毎

年
県
に
報
告
し
、通
信
回
線

事
業
者
に
対
し
て
不
感
地

域
の
解
消
を
お
願
い
し
て
い

る
。大倉

野　
県
議
会
一
般
質

問
で
不
感
地
域
の
解
消
に
つ

い
て
知
事
は「
積
極
的
に
取

り
組
み
た
い
」と
答
弁
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、県
と
連
携

し
、早
急
な
解
決
に
向
け
て

取
り
組
む
よ
う
要
望
す
る
。

携
帯
電
話
不
感
地
域

市
長
／�

市
が
独
自
に
基

地
局
を
設
置
す

る
こ
と
は
難
し

い

消滅可能性自治体

持
続
可
能
性
レ
ポ
ー
ト

　
　
　
　

に
対
す
る
見
解
は

市
長
／�
残
念
で
あ
る
と
同
時
に
、「
消
滅
」

と
い
う
言
葉
は
市
民
に
不
安
を

与
え
、
適
切
な
表
現
で
は
な
い

大倉野 忠浩 議員

日
置　

現
在
の
小
学
校

再
編
は
個
別
に
進
ん
で
い
る

が
、
校
区
の
状
況
な
ど
に
差

が
あ
り
課
題
も
多
い
。
南
九

州
市
学
校
再
編
計
画
の
策

定
を
急
ぐ
考
え
は
な
い
か
。

教
育
長　
再
編
に
つ
い
て

は
、
令
和
元
年
度
に
定
め
た

「
小
学
校
の
あ
り
方
に
関

す
る
基
本
方
針
」（
以
下
、

基
本
方
針
）
に
沿
っ
て
進
め

て
き
た
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
中
に
複
式
学
級
の
あ
る

学
校
の
保
護
者
を
対
象
と

し
て
、
意
向
調
査
を
行
う

予
定
だ
。
そ
の
結
果
を
踏

ま
え
て
今
後
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
し
た
い
。

日
置　

学
校
再
編
が
起

き
た
地
域
を
見
る
と
、
全

体
と
し
て
児
童
数
が
維
持

増
加
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
、
学
校
規
模
や
通
学

方
法
が
変
わ
っ
た
こ
と
に
よ

る
影
響
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
南
九
州
市
学
校

長
寿
命
化
計
画
に
よ
れ
ば
、

今
後
も
学
校
施
設
の
長
寿

命
化
や
建
替
え
が
計
画
さ

れ
て
い
る
が
、
多
額
の
投
資

を
し
た
後
に
小
学
校
自
体

が
再
編
と
な
る
事
態
も
想

定
さ
れ
る
。

　

再
編
を
強
制
し
て
は
な

ら
な
い
が
、
市
が
小
学
校
全

体
の
在
り
方
を
計
画
し
て

提
案
す
る
時
期
に
来
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。

市
長　

市
民
や
保
護
者

の
意
見
を
聞
い
て
、
小
学

校
に
つ
い
て
は
早
い
う
ち
に

学
校
再
編
計
画
を
策
定
し

な
く
て
は
い
け
な
い
と
考
え

る
。

そ
の
他
の
質
問

・�

自
治
公
民
館
解
体
補
助

に
つ
い
て

学校再編

南
九
州
市
学
校
再
編
計
画
の

　
　
　

策
定
を
急
ぐ
考
え
は

市
長
／�

市
民
や
保
護
者
の
声
を
聞
い
て

学
校
再
編
計
画
を
策
定
し
な
く

て
は
い
け
な
い
と
考
え
る

日置 友幸 議員

再編時
児童数

R５年度
児童数

旧・松原小 7 17

旧・手蓑小 11 3

旧・浮辺小 11 13

旧・神殿小 4 4

旧・田代小 23 45

合計 56 82

学校再編後の児童数

南九州市の将来推計人口
令和 6年５月の人口　・・・　３１，７１９人
≪このままの状態が続くと≫
※現在の人口減少状況が継続し，出生率の向上もないと仮定した場合

令和３２年（2050年）の人口　・・・　１７，３４５人

南九州市議会だより　第 67 号　一般質問
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内
園　

学
校
給
食
の
安

心
安
全
な
提
供
の
観
点
か

ら
、
地
元
産
の
有
機
米
や

有
機
野
菜
を
学
校
給
食
の

食
材
と
し
て
積
極
的
に
使

用
す
る
考
え
は
な
い
か
。

教
育
長　

1
日
約
2
，

6
0
0
食
の
給
食
を
提
供

す
る
た
め
、
安
定
し
た
食
材

の
確
保
が
不
可
欠
で
あ
る
。

有
機
農
業
に
取
り
組
ん
で
い

る
生
産
者
が
少
な
い
た
め
、

生
産
量
も
少
な
い
。
安
定
し

た
食
材
の
確
保
が
難
し
い
と

考
え
る
。

内
園　

有
機
農
産
物
の

学
校
給
食
で
子
供
た
ち
を

ど
の
よ
う
に
育
て
た
い
の
か
。

未
来
を
担
う
子
供
た
ち
の

尊
い
命
を
守
り
育
て
る
た
め

考
え
て
頂
き
た
い
。
全
て
の

食
材
を
有
機
に
替
え
な
く

と
も
、
導
入
可
能
な
食
材

を
替
え
、
日
々
の
献
立
の
中

に
散
り
ば
め
る
形
で
、
ほ
ぼ

毎
日
何
か
の
食
材
を
有
機

農
産
物
で
あ
る
形
で
ス
タ
ー

ト
さ
せ
る
考
え
は
な
い
か
。

教
育
長　

食
材
量
や
品

質
、
価
格
等
の
問
題
も
あ

り
、
今
後
の
研
究
課
題
と

し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・�

農
業
施
策
の
方
向
性
に
つ

い
て

・
学
童
保
育
に
つ
い
て

学校給食

有
機
米
・
有
機
野
菜
の

　
　
　
　

使
用
に
つ
い
て

教
育
長
／
安
定
し
た
食
材
の
確
保
が
難
し
い

内園 知恵子 議員

上
赤　
そ
の
内
容
は
。

市
長　

市
内
３
高
校
の

教
育
環
境
や
地
域
の
魅
力

化
を
図
り
、
都
市
部
か
ら

の
入
学
生
を
呼
び
込
む
。

地
元
進
学
や
子
育
て
家
族

の
維
持
増
加
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー

ン
や
関
係
人
口
の
増
加
に
も

つ
な
げ
て
い
く
。

上
赤　

学
校
や
地
域
と

の
関
係
性
や
体
制
づ
く
り

が
大
事
と
考
え
る
が
。

市
長　

地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
を
配
置
し
、
高
校

の
魅
力
的
な
教
育
活
動
や

周
辺
地
域
の
資
源
を
情
報

発
信
し
て
い
く
。

上
赤　
留
学
生
は
い
つ
か

ら
予
定
し
て
い
る
か
。

市
長　
食
事
や
住
ま
い
の

環
境
整
備
を
図
り
、
令
和

８
年
度
か
ら
、
生
徒
の
確

保
に
取
り
組
む
。

上
赤　
こ
れ
ま
で
の
状
況

は
。市

長　

民
間
の
非
営
利

団
体
な
ど
が
、
結
婚
を
望

む
若
者
を
対
象
に
［
出
会

い
応
援
］
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
て
い
る
。

　

南
九
州
市
出
会
い
サ
ポ
ー

タ
ー
倶
楽
部
が
独
身
男
女

の
縁
結
び
活
動
を
行
っ
て
い

る
。上

赤　

農
業
後
継
者
の

独
身
状
況
は
。

市
長　

過
去
10
年
の
農

業
後
継
者
奨
励
金
の
受
給

者
の
状
況
か
ら
独
身
者
数

54
人
。
内
訳
は
、
20
代
が

22
人
、
30
代
が
21
人
。
そ

の
他
11
人
で
あ
る
。

上
赤　
地
元
の
団
体
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
や
商
工
会
、
企
業
や

農
協
な
ど
）
が
、
出
会
い
の

場
を
企
画
し
た
と
き
、
必

要
経
費
を
支
援
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

市
長　

移
住
定
住
促
進

対
策
事
業
費
の
出
会
い
応

援
補
助
金
を
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・�

総
合
体
育
館
に
つ
い
て

未
婚
者
へ
の
出
会
い
の
場

の
提
供
は

市
長
／
イ
ベン
ト
の
実
施

地域活性化
対策

地
域
み
ら
い
留
学
参
画
事
業
と
は

市
長
／�

都
道
府
県
の
枠
を
超
え
た

　
　
　
国
内
進
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る

上赤 秀人 議員

613 31.1 759 36.8 678 26.1 810 30.7

①ぶたにく③とりにく・とうふ ③ぎゅうにく・だいず

2200 ①①ビビビビンンババ丼丼
どん

（（ごごははんん・・ビビビビンンババ丼丼
どん

のの具具
ぐ

））

②②牛牛乳乳
ぎゅうにゅう

③③キキムムチチススーーププ

2211 ①①おお茶茶
ちゃ

ミミルルククパパンン

②②牛牛乳乳
ぎゅうにゅう

③③かかわわななべべ牛牛
ぎゅう

ののビビーーフフシシチチュューー

④④メメロロンン

②ぎゅうにゅう ①ぎゅうにゅう②ぎゅうにゅう③なまクリーム

①しょうが・にんじん・ほうれんそう・こだいずもやし・たまねぎ ①おちゃ③たまねぎ・にんじん・セロリー・しめじ

③えだまめ・にんにく④メロン

①こめ・さとう・でんぷん ①おちゃミルクパン③じゃがいも

①ごま・ごまあぶら③ごまあぶら ③マーガリン

①トウバンジャン・しょうゆ・みりん・さけ ③チキンブイヨン・ビーフシチュールウ・ケチャップ

③さけ・とりがらスープ・しょうゆ・みりん・しお・ちゅうかだし ③ウスターソース・あかワイン・しお・こしょう

③ほししいたけ・にんじん・たまねぎ・キャベツ・はくさいキムチ・にら

　ビビンバは韓国
かんこく

の料理
りょうり

です。韓国
かんこく

の言葉
ことば

で，「ビビン」は混
ま

ぜる，「パッ（パフ）」はご飯
はん

という意味
い み

があり，ご飯
はん

の上
うえ

にナム

ルやお肉
にく

をのせ，混
ま

ぜて食
た

べます。給食
きゅうしょく

では，小
こ

大豆
だいず

もやし

などの野菜
やさい

や豚肉
ぶたにく

などを炒
いた

めて味付
あじつ

けしています。

　今日
きょう

は，かわなべ牛
ぎゅう

・メロンを中心
ちゅうしん

に，南九
みなみきゅう

州
しゅう

　市
し

産
さん

の食材
しょくざい

をたっぷり使
つか

っています。

たっぷりお茶むらいの日
ちゃ ひ

南九州市議会だより　第 67 号　一般質問
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取
違　

空
き
家
・
空
き

店
舗
を
活
用
し
た
ス
モ
ー
ル

ビ
ジ
ネ
ス
を
推
進
し
て
い
く

考
え
は
な
い
か
。

市
長　

平
成
24
年
度
か

ら
空
き
店
舗
の
活
用
を
促
進

す
る
た
め
の
補
助
制
度
を
展

開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

取
違　

補
助
金
を
受
け

た
店
舗
は
何
件
か
。

市
長　
利
用
者
の
ほ
と
ん

ど
が
小
規
模
企
業
で
、
現
在

ま
で
30
件
の
利
用
と
な
っ
て

い
る
。

取
違　

商
店
街
の
空
き

店
舗
情
報
な
ど
は
、
募
集
や

広
報
を
行
っ
て
い
る
か
。

市
長　

個
人
財
産
で
あ

り
、
行
政
で
募
集
す
る
も
の

で
は
な
い
。
現
在
地
域
お
こ

し
協
力
隊
を
募
集
し
て
い
る

段
階
で
、
商
工
会
と
連
携
し

情
報
を
収
集
整
理
し
、
準
備

を
進
め
て
い
く
。

取
違　
南
九
州
市
創
業
・

事
業
承
継
等
事
業
の
補
助

額
を
見
直
す
考
え
は
な
い

か
。　市

長　
令
和
５
年
度
か
ら

の
事
業
で
あ
り
、
当
面
は
現

状
維
持
と
し
た
い
。

取
違　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

停
留
場
に
屋
根
を
設
け
る
考

え
は
な
い
か
。

教
育
長　

建
設
場
所
の

確
保
や
維
持
管
理
が
難
し
い

と
考
え
る
が
安
全
確
保
は
大

事
で
あ
る
。
児
童
生
徒
が
安

心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、

学
校
や
バ
ス
会
社
と
連
携
し

安
全
確
保
に
努
め
る
。

屋
根
付
き
停
留
場
の
考
え
は

教
育
長
／�

安
全
確
保
に 

努
め
る

移住定住

空
き
店
舗
の
有
効
活
用
策
は

市
長
／�
商
工
業
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
く

取違 博文 議員

村
方　

石
灯
籠
寄
進
を

希
望
す
る
声
が
届
く
。
現
在

１
２
９
０
柱
。
建
立
を
再
開

す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

本
年
か
ら
作
成

す
る
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
お
い
て
街
づ
く

り
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に
す

る
。
寄
進
の
希
望
は
多
い

が
、
設
置
場
所
が
無
い
。

村
方　

持
続
可
能
な
寄

付
事
業
と
し
て
、
平
和
公
園

内
に
神
社
の
様
な
奉
名
板

を
作
り
、
寄
付
を
募
る
考
え

は
な
い
か
。

市
長　

現
在
も
一
般
寄

付
は
あ
る
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
や
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
制
度
も
加
味

し
な
が
ら
運
営
す
る
。

村
方　

入
館
料
は
値
上

げ
も
必
要
だ
と
考
え
る
。
市

民
の
入
館
料
を
無
料
に
で

き
な
い
か
。

市
長　

多
く
の
市
民
に

来
て
も
ら
い
た
い
が
、
入
館

の
際
、
証
明
等
の
提
示
が
必

要
に
な
り
窓
口
の
混
雑
が

考
え
ら
れ
る
。
今
後
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
等
の
活
用
に
よ

り
、
解
決
す
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
。

村
方　

有
名
な
イ
ン
フ

ル
エ
ン
サ
ー
と
連
携
し
て

い
く
考
え
は
な
い
か

市
長　

平
和
会
館
の
理

念
は
「
永
久
に
正
し
く
あ
り

の
ま
ま
に
」
で
あ
る
。
託
さ

れ
た
資
料
を
見
て
、
自
ら
考

え
て
い
た
だ
き
た
い
。

平和教育

平
和
教
育
と

　
　

街
づ
く
り
に
つ
い
て

市
長
／�

知
覧
特
攻
平
和
会
館
を
核
に
、

平
和
教
育
を
全
国
展
開
し
、
ま
ち

づ
く
り
寄
与
に
努
め
る

村方 直己 議員

空き店舗の状況

南九州市議会だより　第 67 号　一般質問
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し
い　

戦
争
体
験
者
が

い
な
く
な
る
中
、
記
憶
の

継
承
を
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
か
。

市
長　

知
覧
飛
行
場
及

び
特
攻
作
戦
に
関
わ
っ
た

体
験
者
か
ら
得
て
い
る
証
言

映
像
を
再
編
集
し
、
館
内

で
上
映
を
追
加
計
画
し
て
い

る
。し

い　

知
覧
特
攻
平
和

会
館
の
館
内
表
示
に
関
し
て

「
大
東
亜
戦
争
」「
太
平
洋

戦
争
」
の
表
記
の
違
い
を
ど

う
認
識
し
て
い
る
か
。

市
長　

日
本
国
は
、
こ

の
対
戦
の
呼
称
と
し
て
「
大

東
亜
戦
争
」
と
、
当
時
の

閣
議
で
決
定
し
た
が
、
終
戦

後
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
連
合
国

軍
占
領
下
の
期
間
は
「
大

東
亜
戦
争
」
と
の
呼
称
の

使
用
は
禁
止
さ
れ
、
代
わ

り
に
「
太
平
洋
戦
争
」
と

呼
称
さ
れ
た
。

し
い　
Ｗ
Ｇ
Ｉ
Ｐ
を
ど
の

よ
う
に
お
考
え
か
。

市
長　

Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
日
本

の
占
領
政
策
の
一
貫
と
し
て

行
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
、
日

本
国
民
に
対
す
る
再
教
育

計
画
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

し
い　

平
和
事
業
を
絡

め
た
体
験
型
観
光
・
観
光

振
興
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う

な
事
業
を
計
画
し
て
い
る
か
。

市
長　

令
和
５
年
度
の

小
・
中
・
高
の
教
育
旅
行
の

実
績
は
５
５
１
校
で
、
県

外
か
ら
も
30
都
道
府
県

４
１
６
校
が
「
平
和
学
習
」

の
た
め
に
来
館
し
て
い
る
。

来
年
は
、
戦
後
80
年
と
い
う

節
目
に
あ
た
り
、
戦
跡
の

在
り
方
や
体
験
の
具
体
化

な
ど
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
を

リ
サ
ー
チ
し
、
本
市
へ
の
誘

客
に
努
め
て
い
く
。

し
い　
地
域
ぐ
る
み
の
勉

強
会
や
民
泊
に
力
を
入
れ

て
取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
。

平和事業

戦
後
８
０
年
に
向
け
た

平
和
事
業
の
在
り
方
に
つ
い
て

市
長
／�
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
を
リ
サ
ー
チ

し
、
本
市
の
誘
客
に
努
め
る

しい　千恵 議員

菊
永　

煎
茶
を
主
に
生

産
し
て
い
る
が
、
碾
茶
の

加
工
生
産
の
方
が
収
益
も

よ
く
碾
茶
加
工
施
設
の
整

備
が
進
ん
で
い
る
。
ま
た
、

知
覧
茶
の
流
通
量
を
増
や

す
た
め
の
、
知
覧
茶
ブ
ラ

ン
ド
の
品
質
向
上
や
安
定

供
給
す
る
流
通
拠
点
施
設

整
備
に
対
す
る
見
解
を
問

う
。

市
長　

近
年
若
年
層
を

中
心
と
し
た
リ
ー
フ
茶
離

れ
な
ど
消
費
量
の
減
少
に

よ
り
厳
し
い
情
勢
が
続
い

て
い
る
。
碾
茶
は
、
現
在

海
外
輸
出
向
け
の
製
品
が

求
め
ら
れ
て
い
る
状
況
で

あ
り
、
信
用
あ
る
取
引
先

の
確
保
や
、
輸
出
先
に
対

応
し
た
取
組
み
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
。
生
産
に
意

欲
の
あ
る
法
人
・
生
産
者

に
つ
い
て
は
、
補
助
金
の

活
用
な
ど
指
導
・
助
言
を

考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
知
覧
茶
流
通
拠

点
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
既
存
の
市
流
通
対
策

協
議
会
な
ど
で
生
産
団
体

や
Ｊ
Ａ
な
ど
の
関
係
機
関

の
意
見
を
聞
き
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・�

公
有
財
産
の
売
却
に
つ

い
て

茶業
振興対策

碾て
ん

茶
の
展
望
及
び

流
通
拠
点
施
設
に
つ
い
て

市
長
／�

意
欲
あ
る
生
産
者
に
は

　
　
　
補
助
金
・
指
導
助
言
を
行
う

菊永 忠行 議員

知覧特攻平和会館
入場者数

修学旅行生
民泊受入人数

修学旅行生・
観光ガイド
体験人数

民泊受入
家庭戸数

令和元年 364,414 614 1,705 44
令和２年 142,164 0 2,920 33
令和３年 179,808 0 4,060 32
令和 4年 291,063 95 4,084 34
令和５年 337,817 111 2,840 33

著者 : ケント・ギルバート /PHP 文庫

知覧茶乗用型摘採競技大会

南九州市議会だより　第 67 号　一般質問
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加
治
佐　

旧
青
戸
中
学

校
跡
地
の
貸
付
に
つ
い
て
、

貸
付
先
が
い
ま
だ
に
事
業
に

着
手
せ
ず
、
雑
草
や
木
が
繁

茂
し
管
理
が
不
十
分
で
あ

る
と
聞
く
が
、
管
理
体
制

を
問
う
。

市
長　

昨
年
12
月
に
、

貸
付
先
の
中
小
企
業
地
域

振
興
事
業
協
同
組
合
と
の

協
議
の
結
果
、
令
和
６
年

度
末
ま
で
に
事
業
開
始
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
期
限

ま
で
に
開
始
で
き
な
い
場
合

は
、
契
約
解
除
に
応
じ
る

こ
と
や
、
貸
付
財
産
に
つ
い

て
は
、
適
正
管
理
や
環
境

整
備
に
努
め
る
こ
と
を
双

方
確
認
し
、
合
意
書
を
交

わ
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

加
治
佐　

跡
地
の
除
草

作
業
を
地
区
公
民
館
が
自

発
的
に
行
う
こ
と
に
対
し

市
の
支
援
は
考
え
ら
れ
な
い

か
。

市
長　

跡
地
の
維
持
管

理
に
つ
い
て
は
、
貸
付
先
が

行
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

地
区
公
民
館
が
自
発
的
に

除
草
作
業
を
行
う
状
況
を

貸
付
先
に
把
握
さ
せ
、
費

用
は
貸
付
先
負
担
と
考
え

る
。

そ
の
他
の
質
問

・
ゆ
と
り
館
に
つ
い
て

・
学
校
プ
ー
ル
に
つ
い
て

旧青戸中
跡地

管
理
体
制
を
問
う

市
長
／
適
正
管
理
に
努
め
さ
せ
る

加治佐 民生 議員

旧青戸中学校の状況

西
山　
何
故
こ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
の
あ
り
方
検
討
の
対

象
と
な
っ
た
の
か
。

市
長　

昨
年
10
月
に
再

構
築
協
議
会
の
制
度
が
始
ま

り
、
設
置
の
目
安
で
あ
る
輸

送
密
度
が
該
当
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
線
区
が
対
象

と
な
っ
た
。
令
和
元
年
度
か

ら
沿
線
自
治
体
と
Ｊ
Ｒ
九
州

と
で
線
区
利
用
に
関
す
る
検

討
会
が
組
織
さ
れ
て
お
り
、

未
来
志
向
で
建
設
的
な
議
論

が
で
き
る
と
感
じ
、
本
線
区

か
ら
の
協
議
を
す
る
こ
と
に

な
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

西
山　
Ｊ
Ｒ
九
州
と
定
期

的
に
会
合
が
も
た
れ
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
が
、
内
容
な

ど
オ
ー
プ
ン
に
出
来
る
も
の

は
あ
る
か
。

市
長　
１
月
か
ら
月
に
１

度
勉
強
会
が
開
催
さ
れ
て
い

る
。
現
状
は
担
当
者
レ
ベ
ル

の
勉
強
会
で
、
会
の
内
容
は
、

１
回
目
に
会
の
進
め
方
や
沿

線
の
利
用
実
態
な
ど
、
現
状

分
析
を
す
る
為
の
資
料
を
作

成
。
２
・
３
回
目
は
、
資
料

を
元
に
利
用
実
態
や
沿
線
地

域
の
実
状
、
人
口
の
推
移
な

ど
の
分
析
・
検
討
。
４
回
目

以
降
に
つ
い
て
は
、
地
域
交

通
の
将
来
的
な
あ
り
方
な
ど

本
格
的
な
議
論
に
向
け
て
、

現
在
調
整
中
で
あ
る
。

西
山　

今
後
、
勉
強
会

に
民
間
か
ら
有
識
者
の
参
加

予
定
は
な
い
か
。

市
長　
現
在
の
勉
強
会
の

メ
ン
バ
ー
が
、
県
の
交
通
政

策
課
、
振
興
局
の
総
務
企
画

課
、
沿
線
３
市
の
担
当
者
、

Ｊ
Ｒ
九
州
地
域
戦
略
部
で
構

成
さ
れ
18
名
で
あ
る
。
沿
線

の
将
来
を
よ
り
良
い
も
の
に

し
て
い
く
た
め
に
は
、
交
通

事
情
だ
け
で
な
く
地
域
づ
く

り
も
踏
ま
え
て
必
要
だ
と
示

さ
れ
て
お
り
、
有
識
者
に
つ

い
て
は
、
今
後
も
提
案
は
し

て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・�

さ
つ
ま
芋
基
腐
病
に
つ
い
て

・
馬
鈴
薯
の
栽
培
に
つ
い
て

在来線存続

J
R
指
宿
枕
崎
線
の

　
　
　
　

今
後
に
つ
い
て

市
長
／�
未
来
志
向
で
建
設
的
な
方
向
性

を
見
出
す

西山 英一 議員

ＪＲ指宿枕崎線

南九州市議会だより　第 67 号　一般質問
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角　

市
民
か
ら
道
路
や

耕
地
行
政
に
対
す
る
要
望

が
、
電
話
や
要
望
書
な
ど

色
々
な
形
で
あ
る
と
思
う

が
、
そ
れ
ら
の
事
務
処
理
に

つ
い
て
問
う
。

市
長　

市
民
か
ら
の
道

路
や
農
業
用
施
設
に
関
す

る
要
望
に
つ
い
て
は
、
改
築

な
ど
の
整
備
を
伴
う
も
の

や
、
維
持
管
理
に
関
す
る

補
修
や
修
繕
等
に
分
類
さ

れ
る
。

　

要
望
の
方
法
と
し
て
は
、

自
治
会
長
や
公
民
館
長
名

で
の
要
望
書
を
市
に
提
出

す
る
場
合
と
緊
急
的
な
対

応
を
要
す
る
も
の
は
電
話

や
来
庁
に
よ
る
場
合
が
あ

る
。

　

こ
れ
ら
の
要
望
へ
の
事
務

処
理
と
し
て
は
、
整
備
を

伴
う
案
件
に
つ
い
て
は
、
用

地
買
収
の
有
無
や
費
用
対

効
果
な
ど
の
調
査
を
行
っ
た

う
え
で
地
元
と
の
調
整
や
国

や
県
と
の
協
議
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
、
期
間
を
要

す
る
。

角　
維
持
管
理
の
対
応
に

つ
い
て
は
。

市
長　

維
持
管
理
に
関

す
る
案
件
に
つ
い
て
は
、
緊

急
を
要
す
る
も
の
が
多
く
、

早
急
に
現
地
調
査
を
行
い
、

工
法
等
を
決
定
し
て
維
持

作
業
班
や
業
者
へ
の
業
務
委

託
に
て
対
応
し
て
い
る
。

住民サービス

市
民
か
ら
の
道
路
・
耕
地

行
政
に
対
す
る
要
望
に
つ
い
て

市
長
／�

予
算
確
保
を
含
め
、
早
め
の
対
応

に
努
め
る

角 貞己 議員

要望等の対応フロー図

吉
永　
情
報
発
信
に
市
の

ホ
ー
ム
ペー
ジ
や
公
式
ラ
イ
ン

な
ど
事
業
の
課
題
と
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

市
長　

本
市
の
情
報
発

信
は
、
ホ
ー
ム
ペー
ジ
や
公
式

ラ
イ
ン
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な

ど
の
S
N
S
が
あ
る
。
南

九
州
市
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
戦
略
検
討
委
員
会
で
は
、

「
伝
え
る
」
か
ら
「
伝
わ
る
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
そ
れ
ぞ
れ

の
ツ
ー
ル
を
活
か
し
た
効
果

的
な
情
報
発
信
に
つ
い
て
検

討
・
実
践
し
て
い
る
。

吉
永　
庁
舎
や
街
の
デ
ジ

タ
ル
化
、
P
Ｒ
を
含
め
デ
ジ

タ
ル
バ
イ
ド
に
対
す
る
事
業

を
進
め
る
専
属
（
専
門
）
の

担
当
課
を
新
た
に
設
置
し
新

庁
舎
に
向
け
て
組
織
再
編
に

つ
い
て
は
時
代
に
沿
っ
た
再

編
が
必
要
。
専
属
の
課
を
早

急
に
設
置
す
る
考
え
は
な
い

か
。

市
長　

今
後
の
事
業
進

捗
状
況
を
見
な
が
ら
じ
っ
く

り
検
討
し
て
い
く
。

吉
永　
公
式
ラ
イ
ン
の
登

録
者
数
を
増
や
す
た
め
ク
ー

ポ
ン
事
業
に
取
り
組
む
が
、

事
業
内
容
と
進
捗
状
況
を

問
う
。

市
長　
市
の
公
式
ラ
イ
ン

登
録
者
に
対
し
て
、
利
用
店

舗
に
お
い
て
、
1
，0
0
0

円
以
上
の
商
品
購
入
や
サ
ー

ビ
ス
提
供
に
対
し
て
使
え
る

５
０
０
円
の
割
引
ク
ー
ポ
ン

を
定
期
的
に
配
信
す
る
。
第

1
弾
を
8
月
5
日
に
配
信

し
、
試
行
的
に
2
週
間
利
用

期
間
を
設
定
す
る
。
第
２
弾

以
降
は
、
配
信
間
隔
を
1
週

間
と
し
、
利
用
期
間
を
1
週

間
に
し
て
い
く
計
画
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

・�

農
業
経
営
収
入
保
険
制
度

に
つ
い
て

・
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て

南
九
州
市
公
式
ラ
イ
ン
ク
ー

ポ
ン
の
内
容
と
進
捗
状
況
は

市
長
／�

８
月
５
日
配
信
に
向

け
準
備
し
て
い
る

情報発信

Ｄ
Ｘ
事
業
の
課
題
と

　
　
　

今
後
の
取
り
組
み
は

市
長
／�
必
要
な
情
報
を
必
要
な
人
に
分
か

り
や
す
く
伝
わ
る
よ
う
に
進
め
て

い
く

吉永 賢三 議員

南九州市議会だより　第 67 号　一般質問
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議会を傍聴してみませんか！ 次の議会は8月28日（水）開会予定
“手続き簡単”本館２階で住所・氏名を書くだけ

♦議会中継♦　ライブ中継は市ホームページまたは各支所ロビーでご覧いただけます。

市ホームページよりスマホ・
パソコンで視聴できます。
※ただし、議会当日の7日後く
らいからの配信となります。

議会の録画中継
9月定例会

8月 28日 本会議（開会） 補正等質疑・委員会付託
 29日 常任委員会 補正予算等審査（総務・文教）
9月 2日 常任委員会 補正予算等審査（産建）
 3～5日 本会議 一般質問 
 10日 本会議 補正等採決，決算認定の委員会付託
 11～17日 決算特別委員会 決算認定審査
 27日 本会議（閉会） 決算認定採決

◎
発
行
：
鹿
児
島
県
南
九
州
市
議
会

◎
編
集
：
議
会
広
報
編
集
委
員
会

◎
発
行
責
任
者
：
今
吉

　賢
二

T
E
L 

0
9
9
3（
8
3
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ホ
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南九州市
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第67号
令和6年
8月5日

【目　次】

知覧武家屋敷庭園

編
集
後
記

子
供
た
ち
の
元
気
な
声
が
響
く

夏
休
み
で
す
ね
。子
供
た
ち
が
、す

ぐ
に
入
眠
で
き
る
の
は
、太
陽
の
光

を
浴
び
て
走
り
回
る
か
ら
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。朝
日
を
浴
び
る
と

16
時
間
後
に
は
、自
然
と
眠
く
な

る
そ
う
で
す
。私
は
睡
眠
障
害
に
悩

ん
だ
時
期
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、朝

陽
を
浴
び
る
習
慣
で
、薬
を
手
放

し
、ぐ
っ
す
り
眠
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。眠
れ
る
事
は
、幸
せ
な
時

間
で
す
よ
ね
。

無
料
で
宇
宙
か
ら
頂
く
贈
り
物

で
あ
る
、太
陽
の
光
、空
気
、呼
吸
、

見
え
な
い
も
の
に「
あ
り
が
と
う
」

と
い
う
感
謝
が
湧
く
と
、薬
に
頼
ら

ず
に
解
決
で
き
る
こ
と
が
あ
る
と

体
験
し
ま
し
た
。

眠
り
が
浅
い
と
感
じ
る
方
は
、朝

陽
を
浴
び
る
時
間
と
ラ
ジ
オ
体
操

を
日
々
の
習
慣
に
取
り
入
れ
て
み

て
く
だ
さ
い
。�

（
し
い  

千
恵
）

▼
広
報
編
集
委
員
会

　

委
員
長�

上　

赤　

秀　

人

　

副
委
員
長�

大
倉
野　

忠　

浩

　

委　
　

員�

し　

い　

千　

恵

角　
　
　

貞　

己

村　

方　

直　

己

西　

山　

英　

一

全国市議会議長会表彰
令和 6 年 5 月 22 日、東京で開催された第 100 回全国市議会議長会定期総会において、長年の

議員活動を通して、地方自治の発展と、市政の振興に貢献した功労に対して表彰がありました。

～ご報告～
令和６年第３回臨時会（４
月11日）において、「南九州
市新庁舎建設 65 億円規模
の現計画の是非を問う住民
投票条例の制定について」の
討論における日置友幸議員の
発言について、令和 6年第４
回定例会（６月13日）の本
会議において、発言の撤回と
謝罪がありました。

～表紙の写真について～
令和６年５月１７日から１９日
まで知覧武家屋敷庭園群にて開
催された「茶と〇（ちゃとまる）」
で知覧新茶の提供をしている地
元高校生が笑顔いっぱいに迎え
てくださいました。
新茶の香りと冷たいお茶を求
めて、多くの市民と観光客が訪
れ、会場全体の中でも特に賑わっ
ておりました。

撮影　しい 千恵

今吉賢二 議員 吉永賢三 議員 山下つきみ 議員

南九州市議会だより　第 67 号　表彰


